
資料３－３

1 小・中・高の各学校で独自アイデアを考えてもらう（学校に予算をつける）

2 学校、幼稚園、保育園ごとに共通テーマで取り組めば、PTA協議会にも関わってもらえる。

3 小・中・高・大の各学校に募集をかけて、場所を設けて若者から意見をもらう。

4 キャラクター（浪速に関係するもの）を子どもたちから募集し、缶バッジや挿絵にする。

5 小・中学校でメッセージカードを作り、ドローンで撮影する。

6 浪速公園にタイムカプセルを埋める。

1 大阪マラソンで区職員、区民、消防、警察がおそろいの100周年Ｔシャツを着てアピールする。

2

浪速区には“なにわ音頭”というものがある。歌詞には“通天閣”、“十日戎”、各地域名がふんだんに入り、アピール

するにはとてもいい。区民まつり、区民文化祭、各地域の盆踊りなどで、少しずつ浸透させていき100周年の時に

皆で踊ることが出来たらよい。

3 子どもたちに見せて子どもたちが「浪速区ってすごいんや」と自信をもってもらえるような取組

4
「100年」縛りで、創業100年（近い）企業（クボタ、木津市場など）を見つけ出し、YouTubeなどSNSで発信す

る。

5 ラッピングバス・電車を走らせる。

6 イベントに浪速区出身の有名人に参加してもらう。

7
「浪速区100年の秘密」を、データベースや冊子としておもしろおかしく、子ども、観光客が見ても楽しいもの

（漫画チックな）、実は「エッ？！」と思うようなものを作る。浪速区の好きなところをアピールしていく。

8 遊び感覚で浪速区を盛り上げられるようなもの。

9 いつまでも住み続けてもらえるよう、人口流出を防げるような取組も含めたようなもの。誰でも参加できるもの。

10 過去から現在のことがらを展示し、浪速区がどのように変わってきたのかを見たい。

11 100年企業や100歳の表彰、100年前の品物を持ち寄って展示するなど。

12

通天閣のルナパークなど、浪速区でこんなことがあった、と歴史を学べるようにしたい。今も残る史跡を撮影し、

浪速区ってすごいんだよ、というところを残したい。また、戦時中の話を高齢者に聞いておいて残さないといけな

い。

13
各家庭に残っている８ｍｍビデオの上映会。電気屋の町で有名だから、知識をいただいて上記８ｍｍビデオをデジ

タルアーカイブにするのを手伝ってもらえたら面白いのでは。

14 令和６年度にプレ100周年区民まつりを開催し、昔の写真やPRコーナーを作って周知する。

15 協賛企業のロゴを入れたオリジナルTシャツを作る。

16 こどもから高齢者まで、より多くの人に参加してもらうことで盛り上がる。

1 万博会場の見学ツアーの実施。

2 公式のマスコットキャラクターがあればよい。キャラクターのLINEスタンプ作成など。

3 ささいなことでも、困っていることを100周年に向けて思い切って意見として出して、それが実現できればいい。

4 万博開催期間を避けるなど、時期の検討が重要。同様に100周年を迎える他区とのタイアップなど。

5 同様に100周年を迎える他区とのタイアップなど。

その他

区政会議委員より寄せられた浪速区制100周年の事業に関するアイデア等

未来を担う若い世代に参加してもらうアイデア

地域から100周年を盛り上げていくためのアイデア


